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●
国
立
図
書
館
文
書
保
存
全
国
セ
ミ
ナ
ー

二
○
○
五
年
は
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
大
津
波

の
関
係
で
一
月
以
来
度
々
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
れ

た
。
現
在
は
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
専
門

家
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
バ
イ
タ
ル
・

レ
コ
ー
ド
で
あ
る
土
地
台
帳
一
三
ト
ン
を
二
四
時

間
稼
動
の
真
空
凍
結
乾
燥
機
を
用
い
て
乾
燥
・
修

復
作
業
を
行
う
技
術
指
導
・
管
理
を
担
当
し
て
い

る
。こ

の
事
業
に
お
い
て
は
、
三
カ
月
間
も
熱
帯
の

気
候
の
下
で
津
波
に
濡
れ
た
ま
ま
の
土
地
台
帳
を

助
け
る
こ
と
が
可
能
か
疑
問
視
す
る
声
も
多
々
あ

っ
た
が
、
実
際
に
日
本
か
ら
運
ん
だ
大
型
真
空
凍

結
乾
燥
機
を
使
用
し
た
乾
燥
修
復
作
業
に
よ
っ
て
、

被
災
し
た
土
地
台
帳
は
多
少
汚
れ
は
残
る
も
の
の
、

被
災
前
の
充
分
耐
久
性
の
あ
る
状
態
に
戻
せ
た
。

来
訪
さ
れ
、
乾
燥
開
被
後
に
土
地
台
帳
を
触
っ
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
国
務
大
臣
は
「
神
と
日
本

人
の
為
し
た
マ
ジ
ッ
ク
だ
！
」
と
、
そ
の
仕
上
が

り
の
良
さ
に
驚
嘆
さ
れ
て
い
た
。

ア
チ
ェ
へ
の
土
地
台
帳
返
還
作
業
日
程
の
隙
間

を
ぬ
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
図
書
館
が
主
催

し
た
「
文
書
の
本
質
と
形
態
」
と
い
う
資
料
保
存

お
よ
び
災
害
に
備
え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
担
当

し
た
。
参
加
者
は
一
○
○
名
ほ
ど
で
全
国
の
文
書

保
存
機
関
や
個
人
収
集
家
の
管
理
者
が
主
体
で
、

数
人
大
学
の
研
究
者
も
参
加
し
て
い
た
。
発
展
途

上
国
の
多
く
は
、
高
温
多
湿
で
自
然
環
境
も
資
料

保
存
に
は
厳
し
い
地
域
が
多
く
、
資
料
の
自
然
劣

化
、
虫
害
の
被
害
も
深
刻
で
あ
る
。
予
算
や
設
備

面
で
も
制
約
が
大
き
く
、
参
加
者
か
ら
は
予
算
の

欠
乏
や
資
料
保
存
の
難
し
さ
、
専
門
的
人
材
の
欠

如
な
ど
出
口
の
見
え
な
い
苦
悩
の
発
言
が
多
か
っ

た
。
筆
者
は
一
九
九
八
年
か
ら
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

各
地
で
の
文
書
劣
化
損
傷
調
査
や
技
術
支
援
の
経

験
、
並
び
に
今
回
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
大
津

波
の
発
生
直
後
か
ら
の
支
援
の
状
況
を
具
体
的
に

画
像
を
使
っ
て
講
演
し
た
。
講
演
に
続
く
三
○
分

の
質
問
時
間
が
大
幅
に
不
足
す
る
ほ
ど
で
、
参
加

者
の
資
料
保
存
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
を
今
回
も

感
じ
た
。
た
だ
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
立
図
書
館
に
三
カ
月
間
技
術
指
導
に
来
て
い
る

コ
ン
サ
バ
タ
ー
（
文
書
修
復
家
）
が
経
験
を
語
っ

て
く
れ
た
が
、
多
く
の
場
合
図
書
館
員
や
参
加
者

は
熱
心
に
様
々
な
分
野
に
関
心
を
示
す
が
、
実
際

に
事
を
や
り
遂
げ
る
事
例
は
非
常
に
少
な
い
こ
と

を
指
摘
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
発
展
途
上
国
に

お
い
て
案
件
が
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
組
織

の
長
の
事
業
熱
意
や
政
治
的
な
パ
ワ
ー
な
ど
が
伴

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
昨
今
文
書
や
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
勢
い

は
加
速
し
て
い
る
が
、
一
方
で
デ
ジ
タ
ル
化
先
進

地
域
か
ら
は
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
維
持
す
る

こ
と
の
技
術
的
不
安
や
維
持
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と

な
ど
様
々
の
現
実
的
課
題
が
提
起
さ
れ
て
き
て
い

る
。
筆
者
は
コ
ン
サ
バ
タ
ー
と
し
て
、
今
後
ま
す

ま
す
繊
維
組
成
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
な
ど
利
用
価
値
の

高
ま
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
素
材
の
価
値
と
重
要
性
を
日

々
の
経
験
か
ら
重
視
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
地
域
に

お
い
て
も
、
厳
し
い
気
候
風
土
と
社
会
環
境
か
ら

失
わ
れ
て
い
く
文
書
、
図
書
を
何
と
か
助
け
て
い

く
た
め
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
べ
ト
ナ
ム
な
ど
に

お
い
て
修
復
技
術
や
施
設
の
整
備
向
上
に
支
援
を

行
っ
て
き
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

●
コ
ン
サ
バ
タ
ー
の
二
つ
の
役
割

気
候
風
土
の
厳
し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
だ
け
で
な
く
日
本
国
内
に
お
い
て
も
、
収
蔵
機

関
の
本
や
文
書
な
ど
様
々
の
知
的
遺
産
は
経
年
で

劣
化
、
損
傷
し
て
い
き
、
放
置
す
れ
ば
い
つ
か
は

朽
ち
果
て
て
し
ま
う
運
命
を
有
す
る
。
そ
の
よ
う

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
と
資
料
保
存
│
コ
ン
サ
バ
タ
ー
の
二
つ
の
役
割
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な
運
命
に
抗
し
て
、
図
書
館
、
文
書
館
、
博
物
館

の
収
蔵
品
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
一
端
を
担

う
の
が
コ
ン
サ
バ
タ
ー
で
あ
る
。
コ
ン
サ
バ
タ
ー

は
日
常
的
に
、
モ
ノ
自
体
に
手
を
加
え
て
修
復
し

て
い
く
行
為
や
、
予
防
的
に
環
境
整
備
や
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
も
参
画
す
る
。
時
に
は
、
資
料

の
病
気
診
断
に
該
当
す
る
劣
化
調
査
を
企
画
実
施

す
る
こ
と
も
あ
る
。
美
術
館
な
ど
で
は
、
企
画
展

な
ど
で
世
界
を
回
る
資
料
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
調

査
を
出
発
時
点
、
到
着
時
点
で
行
う
仕
事
を
担
う

な
ど
、
コ
ン
サ
バ
タ
ー
の
守
備
範
囲
は
ど
ん
ど
ん

広
が
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
で
コ
ン
サ

バ
タ
ー
の
扱
う
点
数
は
増
え
て
い
き
、「
多
量
」

と
感
じ
る
人
々
も
多
々
お
ら
れ
る
。

し
か
し
、
見
方
を
変
え
て
、
大
洪
水
や
戦
乱
に

よ
る
図
書
や
文
書
の
消
滅
点
数
に
目
を
や
る
と
、

そ
の
膨
大
な
消
失
規
模
に
驚
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

災
害
や
戦
火
で
一
瞬
に
失
う
量
は
、
通
常
の
コ
ン

サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
作
業
で
修
復
し
て
未
来
に
継
承
し

て
い
く
ト
ー
タ
ル
点
数
の
数
倍
、
あ
る
い
は
数
百

倍
の
規
模
と
な
る
。
筆
者
は
一
九
九
五
年
の
阪
神

淡
路
大
震
災
の
折
に
、
地
震
発
生
か
ら
二
週
間
後

に
「
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
救
援
連
絡
会
議
・
文
化
情
報

部
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
立
ち
上
げ
た

こ
と
が
あ
る
。
人
間
の
予
知
、
予
測
を
超
え
て
突

然
生
起
し
た
災
害
に
よ
り
、
棚
は
倒
れ
本
は
散
乱

し
、
そ
の
上
に
火
災
や
水
パ
イ
プ
の
破
損
が
加
わ

る
と
被
害
状
況
は
よ
り
深
刻
に
な
る
。
一
軒
一
軒

で
は
被
害
が
少
な
い
よ
う
に
思
え
て
も
、
被
災
地

域
全
域
を
考
え
る
と
と
て
つ
も
な
い
規
模
と
量
に

膨
れ
上
が
る
。
被
災
し
混
乱
し
た
人
々
の
頭
に
は
、

平
常
時
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
虚
脱
感
、
無

力
感
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
に
対

し
冷
静
さ
と
先
を
見
た
判
断
を
促
す
の
は
、
多
く

の
場
合
は
遠
方
の
専
門
家
で
あ
り
コ
ン
サ
バ
タ
ー

で
あ
る
。
神
戸
や
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
災
害
現
場
で
の
状
況
は
同
じ
で
あ
り
、

初
期
の
救
援
活
動
で
の
外
部
専
門
家
の
役
割
の
大

き
さ
を
思
う
。
医
療
や
土
木
工
学
分
野
で
は
災
害

発
生
直
後
に
被
災
現
地
に
入
り
、
緊
急
支
援
活
動

や
現
地
調
査
を
行
う
こ
と
が
定
着
し
て
き
た
が
、

バ
イ
タ
ル
・
レ
コ
ー
ド
や
明
日
の
復
興
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
な
る
図
書
館
・
文
書
館
資
料
に
関
わ
る
緊

急
支
援
活
動
に
つ
い
て
も
緊
急
活
動
に
含
め
て
い

く
必
要
性
を
今
回
の
事
例
で
痛
感
し
た
。

ま
だ
ま
だ
コ
ン
サ
バ
タ
ー
の
役
割
は
明
確
で
は

な
い
が
、
筆
者
自
身
は
コ
ン
サ
バ
タ
ー
の
役
割
を

大
き
く
分
け
て
、「
地
道
な
修
復
作
業
を
行
う
こ

と
で
資
料
を
守
る
」
こ
と
と
、
非
日
常
的
な
「
大

災
害
や
戦
火
か
ら
資
料
を
守
る
」
こ
と
と
考
え
、

そ
の
両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
重
要
性
を

思
っ
て
い
る
。

●
自
然
災
害
と
戦
禍
か
ら
図
書
館
資
料

を
守
る

一
九
九
二
年
の
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ

図
書
館
、
二
○
○
四
年
の
イ
ラ
ク
図
書
館
。
記
憶

に
残
る
大
規
模
な
図
書
館
の
戦
争
被
害
は
少
な
く

な
い
。
人
類
の
知
的
遺
産
が
戦
禍
に
よ
り
数
百
万

点
単
位
で
地
上
か
ら
消
失
し
て
い
く
悲
し
み
は
繰

り
返
さ
れ
る
。
今
回
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
大

津
波
で
も
公
私
の
資
料
が
大
量
に
失
わ
れ
て
い
っ

た
。世

界
の
各
地
で
生
起
す
る
災
害
や
戦
禍
に
よ
る

被
害
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
図
書
館
、
文
書
館
資
料

を
守
っ
て
い
く
か
。
こ
こ
で
は
ひ
と
つ
の
潮
流
と

し
て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
災
害
復
旧
支
援
ビ

ジ
ネ
ス
の
台
頭
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

日
本
に
お
い
て
も
、
昨
年
九
月
に
国
内
損
害
保
険

会
社
と
の
提
携
で
ベ
ル
フ
ォ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
と
い

う
会
社
が
事
業
を
開
始
し
た
。
ベ
ル
フ
ォ
ア
社
そ

の
も
の
は
ド
イ
ツ
に
本
拠
地
を
置
く
世
界
企
業
で

あ
る
。
こ
の
事
業
の
今
後
の
波
及
性
と
し
て
は
、

従
来
図
書
館
や
文
書
館
資
料
は
一
部
の
例
外
を
除

き
、
補
償
額
の
算
定
が
難
し
い
こ
と
か
ら
損
害
保

険
の
対
象
に
な
り
に
く
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
現

実
的
に
大
事
な
研
究
図
書
館
の
収
蔵
品
が
大
規
模

な
水
損
な
ど
の
事
故
、
災
害
被
害
に
見
舞
わ
れ
て

も
、
貴
重
な
収
蔵
品
を
助
け
る
方
策
と
し
て
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
な
ど
で
救
出
し
て
い
く
程
度

で
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
群
が
被
害
の
犠
牲
に
な

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
新
し
い

保
険
会
社
の
下
で
の
災
害
対
応
は
、
災
害
で
被
災

し
た
対
象
物
に
「
修
復
、
修
理
サ
ー
ビ
ス
」
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
お
金
で
解
決
保
障
す
る
の
で
は

な
く
、
被
災
し
た
モ
ノ
自
体
を
再
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
結

果
、
被
災
側
・
復
旧
支
援
側
双
方
の
満
足
度
が
著

し
く
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
有

効
な
救
出
修
復
技
術
は
あ
っ
て
も
、
費
用
や
組
織

的
対
応
が
確
保
で
き
ず
適
切
な
処
置
が
取
れ
な
か

っ
た
事
例
も
多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
新
し

い
潮
流
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
筆
者
が
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留
学
し
た
修
復
教
育
機
関
の
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
い
て
は
、
数
社
の
保
険
会
社
か
ら
一
社
を
選
び

全
て
の
保
険
契
約
項
目
を
一
元
的
に
扱
う
傾
向
が

強
く
、
ま
た
契
約
の
背
後
に
は
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｋ　

Ｓ

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｅ　

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
事
故
や
災

害
時
に
連
絡
す
れ
ば
支
援
が
な
さ
れ
る
態
勢
を
整

え
て
い
た
。
図
書
館
の
よ
う
な
大
規
模
機
関
の
扱

い
は
不
明
で
あ
る
が
、
個
人
の
方
々
に
と
っ
て
は

災
害
時
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
擁
し
て
い
る
よ
う

で
安
心
で
き
る
態
勢
が
存
在
す
る
と
の
評
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
今
回
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
大
津

波
で
被
害
を
受
け
た
一
三
ト
ン
の
バ
イ
タ
ル
・
レ

コ
ー
ド
で
あ
る
土
地
台
帳
の
修
復
支
援
事
業
は
二

○
○
五
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
災
害
復
旧
支
援
企

業
で
あ
る
㈲
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ａ
が
受
注
し
、
来
年
末

の
完
了
見
込
時
期
ま
で
行
う
予
定
で
あ
る
が
、
こ

の
経
験
は
今
後
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
災
害

復
旧
支
援
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
救
出
対
象
物
が
政
府
機
関
や
企
業
の
重
要

機
密
文
書
な
ど
の
場
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
集
団
で
は
、
情
報
漏
え
い
の
懸
念
か
ら
救
出
へ

の
従
事
が
許
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
。
今

回
の
土
地
台
帳
救
出
段
階
で
も
、
守
秘
義
務
を
維

持
で
き
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
た
。

今
後
の
ア
ジ
ア
地
域
の
図
書
館
、
文
書
館
に
お

い
て
、
厳
し
い
状
況
に
長
年
さ
ら
さ
れ
て
き
た
収

蔵
資
料
の
被
災
時
の
救
出
保
全
に
お
い
て
、
災
害

復
旧
支
援
企
業
の
台
頭
に
よ
り
、
新
し
い
保
険
商

品
の
開
発
と
迅
速
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
享
受

で
き
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
と
な
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
民
間
企
業
一
本
や
り
で

は
営
利
主
義
に
走
っ
て
し
ま
う
懸
念
が
強
い
こ
と

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
危
機
管
理
庁
（
Ｆ
Ｅ
Ｍ

Ａ
）
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
のH

eritage Preservation

な
ど
全

米
三
○
余
の
団
体
・
機
関
で
構
成
さ
れ
るH

eri-

tage E
m

ergency N
ational Task Force

の
よ
う
な

非
営
利
の
広
域
の
文
化
機
関
を
カ
バ
ー
す
る
組
織

が
必
要
と
な
る
。
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
は
、
ま

だ
こ
の
よ
う
な
組
織
的
取
り
組
み
は
始
ま
っ
て
い

な
い
が
、
国
際
文
書
館
評
議
会
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
南

ア
ジ
ア
地
域
部
会
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
お
い

て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
公
文
書
館
（
Ａ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
）

が
大
型
真
空
凍
結
乾
燥
機
を
使
っ
た
土
地
台
帳
の

修
復
作
業
を
行
っ
て
い
る
経
験
の
蓄
積
に
基
づ
き
、

二
○
○
六
年
五
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ボ
ゴ
ー
ル

で
「
災
害
と
文
書
館
に
関
す
る
国
際
セ
ミ
ナ
ー
」

が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
今
回
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地

震
・
大
津
波
を
契
機
に
少
し
ず
つ
関
心
が
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
さ 

か
も
と　

い
さ
む
／
㈲
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ａ
ペ

ー
パ
ー
コ
ン
サ
バ
タ
ー
＆
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
）
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ANRI での土地台帳修復作業（2005 年 12 月、 PHILIA スタッフ撮影）
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